
Ramen Cooking Tokyo
事業概要資料（自治体・観光庁・DMO・メディア向け）

Ramen Cooking Tokyo は、訪日外国人旅行者を対象に、日本の食文化を体験的に学ぶ「ガストロノミー

（食文化体験）」を提供する体験型観光事業です。東京都中央区月島を拠点に、少人数制・英語運営によ

り、ラーメンと寿司の調理体験と日本酒ペアリングを通じた、文化理解型・高付加価値型インバウンドの受

け皿となることを目的としています。2024年7月の開業以降、48か国・累計2,000名以上のゲストを受け入

れ、Google および主要OTAで★5.0／5・700件以上の口コミを獲得しています。

基本情報

事業名：Ramen Cooking Tokyo

事業内容：訪日外国人向けガストロノミー体験（ラーメン・寿司の調理体験＋日本酒ペアリング）

所在地：東京都中央区月島（都心に生活文化・食文化が残る地域）

住所：〒104-0051 東京都中央区佃2-13-5 HAUS Tsukishima 2階

アクセス：月島駅（東京メトロ有楽町線 Y21／都営大江戸線 E16）4番出口より徒歩4分

所要時間：約2.5〜3時間（調理・試食・文化交流を含む）

開催：毎日2回（午前 10:00〜13:00／午後 14:00〜17:00）

定員：1回あたり最大8名（少人数制により体験の質を担保）

参加費：1名 20,000円（飲食・材料費等を含む）／貸切 160,000円（最大8名）

使用言語：英語（訪日外国人旅行者を主対象）

開始年：2024年

数字で見る Ramen Cooking Tokyo

ゲスト国籍数：48か国（電話番号の国番号集計）

累計ゲスト数：2,000名以上（2024年7月〜）

総合評価：★5.0／5（Google・主要OTA合算 700件以上、2026年8月時点）

ゲストの出身構成：出身が特定できたゲストの約88%が北米・欧州・オセアニア

対応食制限：ベジタリアン対応可（要事前相談）

差別化：日本初の 3-in-1 設計

ラーメン・寿司・日本酒ペアリングを一度のセッションで体験できる料理教室は国内で希少です。本来それ

ぞれ別の教室で学ぶ3要素をあえて束ねることで、訪日ゲストが日本の食文化を「体系として」理解できる

設計になっています。

政策的文脈（観光立国推進基本計画との方向性）

国は2026年3月27日に閣議決定した「観光立国推進基本計画（第5次・2026〜2030年度）」および日本政府

観光局（JNTO）の訪日マーケティング戦略において、観光の質・付加価値の向上、欧米豪・中東からの誘

客、そして食を旅の目的とする食文化体験（ガストロノミーツーリズム）を重点方向に掲げています。



一方で、訪日旅行者の出身は東アジアに偏っており、2025年の訪日外国人4,268万人のうち、東アジア（韓

国・中国・台湾・香港）が約65%を占め、欧米豪（北米・欧州・オセアニア）は約17%にとどまります。

Ramen Cooking Tokyo に参加するゲストは、出身が特定できた範囲で約88%が北米・欧州・オセアニアで

す。すなわち本事業は、国がこれから重点的に増やそうとしている来訪者層と、「食文化を体感する旅」と

いう方向性を、すでに体現している一例といえます。

区分 訪日全体（JNTO 2025年） Ramen Cooking Tokyo

東アジア（韓国・中国・台湾・香港） 約65% ごくわずか

欧米豪（北米・欧州・オセアニア） 約17% 約88%※

※割合は、出身が特定できたゲストを母数とした数値です。

出典：観光庁・内閣官房「観光立国推進基本計画（第5次）」2026年3月27日閣議決定／日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数（2025

年12月推計値）」2026年1月21日。

外部登録・認定・受賞

ICRT Responsible Tourism Awards worldwide 2026：Championing Cultural Diversity（文化的多様性

の推進）部門 Gold（金賞）受賞・2026年8月25日発表

中央区観光協会：正会員（東京都中央区）

東京観光財団（TCVB）：東京ブローシャー掲載（#20445）

OpenStreetMap：Node 13747941884（amenity=cooking_school として登録）

連絡先

ウェブサイト：https://ramen-cooking-class-tokyo.com/

メール：info@ramen-cooking-class-tokyo.jp

電話：+1-213-214-3338
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